
青葉区自治会・町内会長 各位 

青葉区総務課長 

青葉区版防災情報伝達システム訓練の実施について（通知） 

平素から市政・区政の推進並びに地域防災活動に格別のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

青葉区では平成 28 年９月より、「青葉区版防災情報伝達システム」の運用を開始しています。本シス

テムは、電話や専用防災ラジオを活用し、自治会・町内会や地域防災拠点運営委員長等の皆様に情報伝達

を行うものです。 

令和６年度につきましても、青葉区版防災情報伝達システムの訓練を下記の通り実施しますのでお知

らせいたします。 

１ 訓練日時（予定） 

（１）令和６年７月９日（火） 11：25～11：40 

（２）令和６年９月３日（火） 11：25～11：40 

（３）令和７年１月 17日（金） 11：25～11：40 

（４）令和７年３月 11日（火） 11：25～11：40 

※各訓練日の前日には、電話にて訓練実施のお知らせを発信します。

２ 訓練内容 

（１）専用防災ラジオの自動起動及び放送受信訓練（専用防災ラジオ管理者のみ） 

（２）電話システム運用訓練(電話システム登録者） 

３ 訓練当日に対応いただくこと 

（１）専用防災ラジオ訓練（電話システムのみ登録されている方は対象外です）

ア 訓練に際して、別添「専用防災ラジオの取扱方法」（資料２）を参照し、専用防災ラジオを電

源に接続しておいてください。 

イ 専用防災ラジオは、自動起動した際、大きな音声がラジオから発信されます。また、訓練終了

後は自動でラジオの電源が切れます。 

ウ 専用防災ラジオの放送受信ができましたら、その旨を電話システムで御回答ください。（訓練

実施時間に専用防災ラジオの近くにいることができない方は、その旨を電話システムで御回答

ください。） 

（２） 電話システム訓練

ア 050-3188-8400 から自動音声ガイダンスの電話がかかってきます。

イ 専用防災ラジオの保有の有無と、ラジオを保有している場合は受信状況等を電話システムで

御回答ください。 

ウ 電話に出られなかった場合には折り返して発信し、自動音声ガイダンスの案内に沿って御回

答いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

資料● 

裏面あり 



４ 情報伝達システム説明資料について 

（１）青葉区版情報伝達システムについて（資料１） 

（２）専用防災ラジオの取扱方法（資料２） 

 

５ ホームページでの周知について 

 下記 URL にて本訓練の日程について、記載しています。 

 【URL】 

https://www.city.yokohama.lg.jp//aoba/kurashi/bosai_bohan/saigai

/systemtraining.html 

 

【問い合わせ先】 

青葉区総務課庶務係（防災担当） 

担 当：長、亀谷、黒岩、鈴木 

電 話：045-978-2213 

メール：ao-bosai@city.yokohama.jp 



ラジオによる情報伝達システム

・ＦＭサルースの電波を使い緊急情報を発信

・災害時には、ＦＭサルースまたは区役所から

緊急放送を発信

・緊急情報の場合は、専用ラジオで自動受信

電源がＯＦＦでも自動起動

・イッツコム加入世帯は、イッツコムの回線か

ら電波をとることが可能

青葉区版防災情報伝達システムについて 

 青葉区では、災害時の緊急情報発信手段の多重化を図るため、ラジオと電話を活用した２つの

情報伝達システムを独自に導入し、平成28年９月に運用を開始しています。

 町の防災組織である自治会・町内会や、地域防災拠点運営委員会等の皆様には、災害時の区役

所からの情報を得る手段の一つとして、ご活用していただきたいと考えています。 

 運用例としては、避難勧告、土砂災害警戒情報、特別警報、震度５強以上の地震など、重大

な被害が予測され、緊急性が高い場合に災害情報を伝達します。 

その情報を地域で活用していただき、災害の被害を減らすことを目指しています。

電話による情報伝達システム 

・自治会・町内会長や地域防災拠点運営委員長

等の登録番号へ一斉に電話で緊急情報を配信

・情報と質問を自動音声で伝達し、電話のプッ

シュボタンによる番号回答を即時にシステム

で集計

【例】周辺に被害はありますか？ 

被害がある場合は「１」、ない場合は「２」を… 

システムの運用について

・ラジオによる情報伝達システムで使用する専用防災ラジオについては、

区役所から貸与します。

・電話による情報伝達システムについては、特別な機材の設置等は必要

ありません。お手持ちの携帯電話または、ご自宅の固定電話の番号を

登録していただき、災害発生時に機械音声による情報伝達を行います。

・専用防災ラジオの管理場所及び電話システム登録電話番号について、

区役所が管理するため、御登録していただきます。

・登録者が変更になる場合は、後任の方へ引き継いでいただくとともに、

区役所に変更情報の御連絡をいただきます。

【資料１】
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青葉区防災ラジオのランプ状態説明資料

電源ランプは、緑点灯が正常です。

赤→緑の交互点滅していると、電
池切れのサインです。

受信ランプは、消灯が正常で
す。

赤点滅していると、電波の受
信状態が悪いサインです。

※電源は常にACアダプターに接続してください。接続し
ていない場合、電池は３日程度で切れてしまいます。

※受信ランプが赤点滅している場合は、裏面「青葉区防
災ラジオの受信改善マニュアル」を参考に、消灯する位
置を探してください。
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